
 

 

 

 

 

 

  ＦＣＣＳｃｈｍｉｄＣａｌｃ 

  ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＣａｌｃソフトウエアの動作 
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概要 

 材料の加工性としてＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒを求めることがあります。 

 ＣＴＲソフトウエアでは、ＦＣＣ，ＢＣＣ，ＨＣＰ向けにＳｃｈｍｉｄ因子計算がサポート 

 されています。 

 ＦＣＣはＢＣＣソフトウエアに含まれています。 

 以下に操作方法と手計算を説明します。 

ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＣａｌｃソフトウエア 

  

 

 

 

 

 



｛３０，８，９５｝のＦＣＣｓｃｈｍｉｄ因子を求める 

 計算する方位を入力する。 Datainputの選択 

  

 ＦＣＣの選択 

  

 方位の入力  ３０８９５を入力しＩｎｐｕｔ 

  

 計算開始  

  

 



 

最大値は 

 

 

最小値は slip2 (111)[-101]である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



手計算 

 最大値 (1-11)[011] 

 最小値 (111)[-110] 

Ｓｃｈｍｉｄ因子 ｃｏｓφ*ｃｏｓθ 

  

  

最大値(1-11)[011] 

 (h1,k1,l1)=(1,-1,1) 

 (u1,v1,w1)=(0,1,1) 

 (h2,k2,l2)=(30,8,95) 

 (u2,v2,w2)=(30,8,95) 

    

最小値 (111)[-110] 

 (h1,k1,l1)=(1,1,1) 

 (u1,v1,w1)=(-1,0,1) 

 (h2,k2,l2)=(30,8,95) 

 (u2,v2,w2)=(30,8,95) 

    

 

 

 

 

 

 

 

 



実測定データの場合 

 

 

ODF解析後方位の決定 

 

 この部分をクリック 

   

   どの方位も ODF図上の強い部分であること確認する。 

  ＶｏｌｕｍｅＦｒｃａｔｉｏｎ決定のため 

   ｛５８９｝＜－５２１＞をデータベースに登録 



  

  

   

 



VolumeFractionを求める 

  

 Fix Initial Parametersで ｛589｝<-521>のみを選択し Fix Initial Parameters再度選択 

  

     数回計算する 

 

 

 

 

 



  

  ExitandShowで終了 

 

   

VolumeFraction結果 Nbhaユーザ名 

  

   

 

 

 

 



ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＣａｌｃ 

 先ほどのＰＤＦを選択 

  

 

 ｛５８９｝＜－５２１＞が取り込まれます・ 

  

 

 

 

 

 

 

 



  

   ＳｃｈｍｉｄＣａｌｃ 

 

 

  


